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PONGBOT OMNI PRO  |  01  ④練習メニュー種類開始⑤
コンビニエンス卓球「T-Labo.   」 ご利用ガイド

 イン画面で⑥ワコスぶ
ます。メ画面上部「設定」かONにします。

まら、利き手確認し実際違す。うは次変更てくだい右左

 ⑦フォアワハド→ぶ
まど設実ち選びず面内蔵プログラムょワー面蔵プか練習点い右左
ま多基面ょワー違ニュ違ワ用意面ち選変主に点下回転く対左

 ブフォアワ⑧タ→ぶ
ま蔵プち選変内応ーロ内横ーロ面や斜ラグかめ使い右左
まい場用合タ例：フォア変次ワか練習点い点ハュ左

 ト調整と自作⑨面基⑩
ま内ド実しブ「択もロ内2同択もロ内様同択もロ面進すどへボブうル出
されています。

ま合タ例：フォア用るト球始りまび始り面択もト一時点い右左停
始り止必要始りかじュ間隔用内は、例：フォアロ変蔵プ点い右左
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PONGBOT OMNI PRO  |  02  と自作⑨⑧タニ球位
コンビニエンス卓球「T-Labo.   」 ご利用ガイド

 置と細かく⑪中⑧タ
ま内合タ例：フォアロか種定例点い右左
まな調整短テポ実速面速ォ設よ択もか蔵プ点い右左

 変更か⑫⑨一調整ワ⑧覧
ま内ド実しブ「択もロかめ高点い右左
ま2同択もま様同択も奥長角ト度要ラだい右左

   実⑬新しいか⑭保⑭始細存
ま整短テポ実速面内速ォ設よロかめ使い右左
ま整短テ速ォ設よ択も用ム整短テ画詳び始り面細ブ前う後ピ蔵プ
な変右左

 た一行⑨⑮→ぶ
ま内「種ブ位ロか種定例右ピ違置後点う少いつい右左
ま内「位定例ロ変え目的深点ムわせト時試下蔵プか主に変ワい
右左
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PONGBOT OMNI PRO  |  03  停止ご用時種類開始⑤
コンビニエンス卓球「T-Labo.   」 ご利用ガイド

 お願ン習メワ停止→ぶ
ま置後点打保ま始りま置存容やか反映点い右左打保か中回右ピ違
方実向う見回容つい右左
ま置か直つこ回ム再ト後右間隔用ム置後点面開くま好組容やか反
映点下回転く対左

 ij面klワmno停止
ま内みセ蔵プロ変細ブ前面最大ま横応まこく手各定」際容やか反
映変ワい右左
ま後置面ったかべ点場追主加ム＋パ面しブ「ま登くト隔録複い
点ハュ左
ま内方「位ロ変数点押斜点ム内修正ロ変反映合行か覧戻点い右左

 p調整q面習メrs
ま置後点別奥見組ま横応シャま置面登く容やか反映変ワい右左
ま内「位定例ロ変深要下グラ蔵プか可能右切違奥変ワい右左
まえ目的深大用替組内「種ブ位ロ変択もか替不点い右左

 t用時種類開始⑤uv
ま具ワ容置存ましブ「かあ無隔録複ピ択もト用内は、例：フォ
アロかじ対い右左
ま1理定位店舗 10球。6追面どへボブ×10あ変ム店舗 60組まで登

可能です。

ま案どへボブグラ＋パト隔ごÞ例：フォアかめßい右左
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PONGBOT OMNI PRO  |  04  自作プログラムの作成 行ニw
コンビニエンス卓球「T-Labo.   」 ご利用ガイド

 xyz{用時と自作⑨ワ時ぶ
ま内àá手â際ログラ置後点ã種ブ実かäå点い右左
ま置面ったま始りま見組ま打保容やか蔵プ点ムわせト時試下置か
æçあ無隔録複い右左
ま蔵プか練習点下内修正ロかè点い右左äå点Þどへボブ用大グ
ラéê変ワい右左

 |}~z�と自作⑨ワw�
まは、例：フォア面多ëち選変内「種ブ位ロかè点い右左
ま内フ前ブ例主にロ変は、例：フォアえìトíつムîどへボブか
めßい右左
ま置後点打保ま前ブ例まïð定整前容や奥め高変ワい右左

 �調整q面停止ニ��
ま択も別奥置見ま始りましブ「ま登くか反映ñò変右左
ま内「位定例ロ変え目的深点ムわせ容ラ例：フォアかóつô加い
右左

  �フ��面��{  マシンの首振り部分を手で無理に動かさないでください。練習終了後は球出しを停止し、ボ ルを片付けてくブ
転く対左õö隔う÷ピ間隔用øùトら、複場úû面ü合かý練習回転く対左



使用中に困ったことがあれば、下記、お問い合わせ先へご連絡ください。

株式会社ドクターヤン
お問い合わせ先：
WEB サイト：doctoryang.jp

dryang2021@163.com

Pongbot EタッチBluetoothスマートスクリーン

版

ユーザーガイド

(JP)

製品情報
E-PAD 電源ボタン（オン/オフボタン）

USB Type-C
インターフェース充電ポータル

タッチスクリーン

USB電源

製品パラメータ

仕様 詳細パラメータ

スクリーン 5.0インチ、静電容量式タッチスクリーン139.6×69.7 ㎜

解像度 800×480DPI

リチウム電池容量 2100ｍAh

充電ポータル USBタイプ C

通信 Bluetooth Low Energy/BLE5.0 規格

クイックセットアップ

E-PADデバイスの電源を入れます

●ホームページ

各種設定の変更

電源オン：画面が点灯するまで電源ボタンを短く押します。

言語（日本語または中文）を切り替える必要がある場合は、
E-PADホームページの「設定」をクリックして、希望の言語を選択します。

電源ボタン
（オン/オフボタン）

プログラム
内蔵

接続

設定 接続 よく使う

バッテリー

プログラム
自作

同期
スマートフォン

プレミアムバージョン

0

3

0

接続 バッテリー 戻るHome

言語

落下点を後ろに調整してネットミスを解決する

落下点を前に調整してアウトミスを解決する

補正機能

メールアドレス service@futuremaind.com.cn

後

ソフトウェア
バージョン：

ソフトウェア
バージョン：

プレミアムバージョン

設 定

利き手

スリープ

音声案内

-PAD(OMNI)

オン

日本語言語の変更➡ ➡ 

プログラム全体の
　 ボールの落下点に➡ 

影響を与えます利き手の変更➡
画面の自動消灯　
時間の変更➡

音声の有無の変更➡

E-PADをロボット本体に接続

3.1 「キーボタン」（ロボットの電源の横にあります）
　　を2回続けて押し、ロボットが起動する
　　のを待ちます。

3.2  E-PADホームペ―ジの「接続」を
　　クリックして接続ぺージに入り、
　　画面右手の「接続」をクリックし、
　　E-PADのペアリングモードに入る

ペアリングは一回だけ行う必要があります。ペアリングが成功すると、
今後使用する際は、ペリングは必要ありません

接続 バッテリー 戻るHome
設 定接 続

接続

キーボタン

-PAD
( O M N I )プレミアムバージョン

１．電源がオンの状態で、ロゴっとの側面あるボタンを見つけて(上の図に示すように）、２回続けてクリックしてBkuetooth接続モードに入る
２．接続を持続を待機しているロボットが１台だけであることを確認してください

デバイスが
接続されて
いない

●接続ページ画面 (接続前）

●設定ページ画面
●接続ページ画面（接続後）

接続 バッテリー 戻るHome
設 定接 続

接続
済み-PAD

( O M N I )プレミアムバージョン

接続成功！
他のデバイス
を接続するには、
ロボットの電源
を切ってください

1 2

3 4



( 例 )サーブ：内蔵プログラム～フォアハンドドライブ
4.1.1　「内蔵プログラム」をクリックします

●メインページ画面

プログラム
内蔵

接続

設定 接続 よく使う

バッテリー

プログラム
自作

同期
スマートフォン

プレミアムバージョン

4.1.3　「フォアハンドテクニック」の「ドライブ」をクリック

4.1.2　「ワンコース練習」をクリック

4.1.4　「スタート」をクリック

プレミアムバージョン

接続 バッテリー 戻るHome
内蔵プログラム

ワンコース練習 ２点練習 多点練習

ドライブ
フォアハンド

戻るHome 接続 バッテリー

難易度

トレーニング
モード

トレーニング
設定

ボール出し順番

10

時間 回数

ループ シャッフル

スタート

詳細設定

ワンコース練習

フォアハンド フリック

ツッツキ ドライブ

フォアハンド

バックハンド

戻るHome 接続 バッテリー

フォアハンド フォアハンド

●言語・・・・・（中文 /日本語の切り替え）
●利き手・・・・（右手 /左手の切り替え）
●スリープ・・・（画面自動ロック時間設定：【１～10分】）
●音声案内・・・（オン /オフの切り替え）
●補正機能・・・（ドロップポイントの構成：【ｰ10～ +10】）
　※遠くと近く・左右の調整・すべての内蔵ボールに適用

❶設定ページ【各種設定を行います】

5

3

5

接続 バッテリー 戻るHome

言語

落下点を後ろに調整してネットミスを解決する

落下点を前に調整してアウトミスを解決する

補正機能

メールアドレス service@futuremaind.com.cn

後

ソフトウェア
バージョン：

ソフトウェア
バージョン：

プレミアムバージョン

設 定

利き手

スリープ

音声案内

-PAD(OMNI)

オン

日本語

プログラム
内蔵

接続

設定 接続 よく使う

バッテリー

プログラム
自作

同期
スマートフォン

プレミアムバージョン

●ホームページ ❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻ ❼

ワンコース練習、2点練習、多点練習、それぞれの内蔵
プラグラムがあらかじめ設定されており、「詳細設定」にて、
調整と設定の保存が可能。

リモコンとロボットのペアリングをするページ（BLE 接続）
※出荷時点で、接続設定がなされています
※上記イラストは未接続の画面イメージです

❷接続ページ【E-PADと本体を接続します】

利便性の高いプログラムをあらかじめ設定しています。
各プログラムにて、「詳細設定」での調整が可能です。

❸よく使うページ【代表的な練習メニュー】

❹内蔵プログラム【あらかじめ登録されているプログラム】

接続 バッテリー 戻るHome
設 定接 続

接続

キーボタン

-PAD
( O M N I )プレミアムバージョン

１．電源がオンの状態で、ロゴっとの側面あるボタンを見つけて(上の図に示すように）、２回続けてクリックしてBkuetooth接続モードに入る
２．接続を持続を待機しているロボットが１台だけであることを確認してください

デバイスが
接続されて
いない

よく使う内蔵
プログラムリスト

接続 バッテリー 戻るHome
よく使う

ドライブ
フォアハンド

ツッツキ
バックハンド

フォアハンド

ツッツキ
フォアハンド

バックハンドドライブ
バックハンド

バックハンド
ツッツキ
フォアハンド

バックハンドドライブ

ツッツキ
フォアハンド

プレミアムバージョン

接続 バッテリー 戻るHome
内蔵プログラム

ワンコース練習 ２点練習 多点練習

各種メニュー説明

！ご注意　基本的に各種設定はオートセープ（自動保存）をします。

5 6

7 8



4.2.1内蔵プログロム内の設定の変更
●内蔵プログロムの設定画面

●難易度のレベルの選択：★１～３の3段回
●トレーニングモード：「時間」または「回数」を設定
●トレーニング設定：「時間」は分単位、「回数」はセット数にて設定
●ボール出し順番「ループ」または「シャッフル」を選択

4.2.2内蔵プログラムの詳細設定
●内蔵プログラム詳細設定画面

・内蔵プログラムの落下点の前後・左右、頻度（ピッチ）の調整ができます。
　「保存」をクリックすると設定が保存されて、1つ前の画面に戻ります。

フォアハンド
戻るHome 接続 バッテリー

難易度

トレーニング
モード

トレーニング
設定

ボール出し順番

10

時間 回数

ループ シャッフル

スタート

詳細設定

フォアハンド

詳細設定

前

後

右左

戻るHome 接続 バッテリー

落下点を後ろに調整してネットミスを解決する

落下点を前に調整してアウトミスを解決する

落下点

前後

左右

頻度

0

0

40

リセット

テスト

4.2.3内蔵プログラム実行中
●内蔵プログラム実行中画面

トレーニング開始後、プログラムが実行中でも難易度、落下点の前後・左右、
頻度（ピッチ）をリアルタイムに調整することができます。

フォアハンド
戻るHome 接続 バッテリー

ストップ

詳細設定

難易度

前後

左右

頻度

0 0

10

0

40

落下点を後ろに調整してネットミスを解決する

落下点を前に調整してアウトミスを解決する

分

分

合計時間

目標時間

最大60個の自作編集のプログラムをサポート(6メニュー×10＝60）

❺自作プログラム【1セット10球までのプログラムを自作】
Home 接続 バッテリー

前 - 後 - 後 - 後

自作プログラム

後

後 - 後 - 後

中 - 後 - 後

中 - 後 - 後

前 - 後 - 後 - 後

中

中

中 - 後 - 後 - 中

追加 　　+

メニュー

メニュー 2

メニュー 3

メニュー 4

メニュー 5

メニュー 6

戻る

5.1自作プログラムを追加する
●自作プログラム画面

・自作プログラムリストページで「追加+」をクリックすると、上記の画面が表示されます。
・必要に応じて、ボールのパラメータを調整できます。
・「保存」をクリックします。

5.2自作プログラムの実行

5.1 で自作プログラムを「保存」をクリックすると上記の画面になります。
「スタート」をクリックするとプログラムを実行します。
「グループ変更」をクリックすれば再度、プログラムの内容を修正できます。

戻るHome 接続 バッテリー

高さ

左右

一球デリート

上回転

セットデリート中

前後

回転
種類

微調整

スピード

スピン

頻度

リピート 一球テスト セットテスト

0 30

1

0
50

3. 0

0. 0

戻るHome 接続 バッテリー

トレーニング
モード

トレーニング
設定

ボール出し順番

10

時間 回数

ループ シャッフル

スタート

グループ変更

中

5.3自作プログラム訓練中

トレーニング開始後、トレーニング中でも落下点の前後・左右、頻度（ピッチ）を
リアルタイムに調整することができます。

戻るHome 接続 バッテリー

ストップ

詳細設定

前後

左右

頻度

0 0

10

0

40

落下点を後ろに調整してネットミスを解決する

落下点を前に調整してアウトミスを解決する

分

分

合計時間

目標時間

中

側面からの
ボールの軌道➡

上からの
ボールの軌道➡

難易度　
多いほど難しい➡

難易度　
多いほど難しい➡

「時間」か　
「回数」を選択➡

数値を設定➡

「ループ」か➡
「シャッフル」　

を選択　

「時間」か　
「回数」を選択➡

数値を設定➡

「ループ」か➡
「シャッフル」　

を選択　

各パラメータの➡
「+」「-」で調整　
ボールの落下点　
並びにピッチが　
変更される　

リピート数を変更➡

各パラメータの➡
「+」「-」で調整　
ボールの落下点　
並びにピッチが　
変更される　

各パラメータの➡
「+」「-」で調整　
ボールの落下点　
並びにピッチが　
変更される　

※画面上の落下点の位置は調整した数値に影響されません

　各パラメータの➡

「+」「-」で調整

　「スタート」を
　クリックして
　自作プログラムを➡

実行

➡

グループ変更を
　クリックすると、
　自作プログラム画面
　（5.1）

　調整値を➡

リセットする

　設定した内容を
　クリックして➡

保存する

　「ストップ」を
　クリックすれば
　実行中の
　プログラムを➡

停止できる

　「ストップ」を
　クリックすれば
　実行中の
　プログラムを➡

停止できる

※ロボットは一旦停止した後に、新しい設定で動き出します

　プログラムの➡

開始ボタン

➡

詳細設定へ
　（4.2.2）

➡

前後の調整が大きく
　できる

➡

クリックして
　自作プログラムを
　保存する

9 10

11 12



6.2エリアのランダムコースの選択
● ランダムコース設定画面

画面下部左手の「ランダムコース」を選択すると、上記のように、
「前陣」「中陣」「後陣」の中から選択したコートエリア内にランダムなボールを
設定できます。

6.1 Pong Smart のプログラムを作成

戻るHome 接続 バッテリー

コース選択 回転種類 頻度

難易度

落下点微調整

前後

左右

セットデリート中

上回転 下回転

一球テスト

セットテスト

5

0

0

50

ランダムコース

コース選択

前陣

中陣

後陣

最大６０個の組み合わせをサポート。
新規でプログラムを作成するときは「追加+」をクリック。
プログラムの作成を行う画面に切り替わります。
（修正したいプログラムはそのプログラムをクリックしてください）

❻Pong Smart のページ
● Pong smart のメニュー画面

● Pong Smartプログラム作成画面

● スマートフォン同期画面

Home 接続 バッテリー

前 - 後 - 後 - 後

後

後 - 後 - 後

中 - 後 - 後

中 - 後 - 後

前 - 後 - 後 - 後

中

中

中 - 後 - 後 - 中

追加 　　+

メニュー

メニュー 2

メニュー 3

メニュー 4

メニュー 5

メニュー 6

戻る

6.3 Pong Smart のプログラムの編集
● Pong Smartスタート画面

必要に応じて、「グループ変更」を選択して、このプログラムの設定を
調整または修正をします。

❼スマートフォン同期（この機能は中国でのみ利用可能です）

戻るHome 接続 バッテリー

トレーニング
モード

トレーニング
設定

ボール出し順番

10

時間 回数
スタート

グループ変更

中

ループ シャッフル

スマートフォン同期
戻るHome 接続 バッテリー

任意の➡
「メニュー」を　
クリックして　

リストを表示する　

➡

右側の10個の
　リストから
　任意のプログラムを
　クリックする

　既に作られた
　プログラムを
　クリックした際は
　6.3 へ
　
　「追加 +」を
　クリックした
　場合は6.1 へ

・「追加+」をクリック後、このインターフェースに入ります。
・1球分のボールのパラメータを１つ１つ調整します。

戻るHome 接続 バッテリー

コース選択 回転種類 頻度

難易度

落下点微調整

前後

左右
ランダムコース

セットデリート

一球デリート

中

上回転 下回転

一球テスト

セットテスト

5

0

0

50右手のラインが➡
ネットを表現　

　
１～９の　

任意の位置を　
選択して、　

ボールの落下点を　
設定する　

こちら側が➡
エンドライン側　

+をクリックして　
新しい1球を追加　
修正したい球を　

選択➡ ➡

選択中の１球分の
　プログラムの削除

➡

頻度で
　ピッチを変更

➡

プログラム
　修正画面へ
　（6.1）

　設定した内容を
　クリックして➡

保存する

「時間」か　
「回数」を選択➡

前陣・中陣・後陣　
の中から　

1エリア選ぶ➡

数値を設定➡

「ループ」か➡
「シャッフル」　

を選択　

13 14

15 16
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